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１．技術開発の目的 

 東日本大震災からの復興農地整備においては，圃場整備事業の換地や補完工事等に係る

地元調整は土地改良区が重要な役割を担っていたが，限られた期間と限られたマンパワー

で事業を推進する必要があった。宮城県と農研機

構農村工学研究部門（以下，農工部門）は締結し

ていたパートナーシップ協定を踏まえ，農工部門

と（株）イマジックデザインがこれまで官民連携

新技術研究開発事業で共同研究開発してきた農地

基盤地理情報システム「VIMS」をベースにして，

圃場整備事業の換地業務の効率化や合意形成の促

進，水利施設等の管理のために必要な機能を開発

し，土地改良区における土地利用調整業務を支援

するシステムを開発した（図 1）。 

 

２．技術開発における技術的課題と対応状況 

 VIMS をベースにした土地改良区業務支援シス

テムは，圃場整備前の「従前地」の農地筆データ

と，新しく大規模区画化した圃場整備計画データ，

そして従前地の所有者が新しい区画のどの土地に

換地されるか，という情報を管理することが主要

な機能である。大規模区画化と担い手農家への農

地利用集積を行う上で，権利者の合意を形成する

ため，農地筆情報を可視化した資料を土地改良区

が準備して，所有者と耕作者の両方を調整しなが

ら地元説明会や換地委員会で理解・合意の促進に

役立てた。例えば，従前地の筆データと賦課のデ

ータを突き合わせ，農地の所有者別・耕作者別分散状況の可視化，整備計画図を基にした

換地原案作りの根拠資料の作成，換地あるいは工事期間中の一時利用地指定における権利

の貼付け（図 2），面積に応じた区画を自動分割と杭打ち図の作成（図 3），工事完了後の確

定測量の取り込み，名寄調書，換地指定通知書などの書類作成など，各工程のニーズに合

わせた機能開発と，データを管理運用していくノウハウを蓄積していった。 
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図 1 VIMS と土地改良区業務用メニュー 

図 2 所有者の貼付け 
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３．技術開発の効果 

 大規模区画化に伴い圃場１区画に複数の

所有者が貼り付くことが多く，所有者毎の

面積に応じて分割しなければならず，手動

では計算が非常に面倒であった。本システ

ムでは，ボタン１つで面積応分の分割がで

きることや，従前地の所有と換地あるいは

一時利用地指定を１枚の調書にする機能が

あり，ユーザーであるＡ土地改良区からの

聞き取りでは，１週間程度かかっていた作

業時間が数時間程度に短縮するなど，大幅

な効果が見られた。なお現在，宮城大学と

Ａ土地改良区が本システム導入による効果

の定量化を試みている。 

また，賦課データベース(Access)との連

動機能により，データベース更新管理の省

力化と，受益範囲の可視化ができるように

なった。さらに，ユーザーからの強いニー

ズを受けて，Excel ファイルによるデータ

ベース更新ができるように，フォーマット

を規定して，追加変更部分を自動判別して

取り込めるようにした。また，帳票出力は

ひな型となる Excel にデータを転記する方

法とした。そうすることにより，ユーザー

側で記載事項の変更や罫線のデザインの変

更にも対応できるようになり，帳票出力の

柔軟性が向上している。このように，地域

や土地改良区ごとの特性や仕様に合わせて，

低価格でカスタマイズできるようにしている。 

 

４．開発した技術の普及上の課題 

 本システムは土地改良区職員自らの操作を開発のコンセプトとしている。そのため，使

用方法を身につけてもらうことが必要であり，普及の上では，システムの使い始めの講習

と，１～２ヶ月に１回訪問するサポートを通して，土地改良区職員が使いこなせるように

することが重要と考えている。 
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図 3 面積に応じた自動分割，杭打ち図の作成 

図 4 Excel に帳票出力（分散状況（上），名

寄調書（下） 
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